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国立大学法人 長岡技術科学大学 

令和元年度第１回経営協議会議事要旨 

 

日 時  令和元年６月13日（木）13時28分～15時23分 

場 所  ＫＫＲホテル東京【平安】 

出席者  東議長、天羽委員、池田委員、大貝委員、合田委員、関委員、谷口委員、トラン委

員、中野委員、鎌土委員、大石委員、秋山委員、和田委員、中出委員、湯川委員 

（議事の表決委任による出席 磯田委員、五味委員） 

陪席者  齋藤監事、滝上監事、梅田附属図書館長、改田学長補佐 

事務局  総務部長、大学戦略課長、企画・広報室長、総合情報課長、総務課長、財務課長、

監査室長、総合情報課専門員、総務課専門員、財務課専門員、総合情報課IR・評価

主任、財務課予算係員、総務課総務係長、総務課総務係員 

 

議事に先立ち、東議長から執行部の交代による学内委員の紹介及び、平成30年度第５回議事

要旨(案)について説明があり、案のとおり承認した。 

 

審議事項 

１．平成30事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

 鎌土委員から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、軽微な修正については学長に一任

することとした上で、これを承認した。 

 

２．平成30事業年度決算について 

秋山委員から、資料２－１～２－６に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

３．目的積立金実施事業について 

秋山委員から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

主な質疑応答は以下のとおり。 

○目的積立金を使って行う事業等の優先順位の決め方や、中期計画のようなものはあるか。 

●施設改修は、キャンパスマスタープランに基づいて実行計画を立てている。 

今回の改修工事は、実際に水漏れ等の故障が発生し、応急措置では対応できなくなったため、

緊急に実施するものである。 

 

○建物の耐震化を含め、予算があればもっと改修しても良いのではないか。 

●文部科学省に概算要求しながら計画を立てて進めている。 

目的積立金を使って行う事業は、緊急性が高いものとしている。 

 

○国土強靭化対策で予算が認められた事業はあるか。 

●ライフライン再生で電気設備と排水設備の更新が認められ、計６億円が予算措置された。 
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４．令和２年度概算要求について 

 秋山委員から、資料４－１～４－３に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

５．大学機関別認証評価に係る自己評価書について 

 鎌土委員から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、軽微な修正については学長に一任

することとした上で、これを承認した。 

 

報告事項 

１．長岡技術科学大学外部評価書等の公表について 

 鎌土委員から資料６に基づき、平成30年12月に開催した外部評価委員会の報告書が提出され、

６月中にホームページにて公表することについて報告があった。 

 

２．平成30年度資金運用実績について 

 秋山委員から資料７に基づき、報告があった。 

 

３．会計監査人の選任について 

 秋山委員から資料８に基づき、報告があった。 

 

４．長岡技術科学大学「アイデア開発事業」について 

 改田学長補佐から資料９に基づき、報告があった。 

 

○この事業で、コンテストなどを開催することも面白い。本学だけに閉じないで高専等にも声

をかけて、いろいろな人が集い、競い合ってもらいたい。 

 

○本事業から出てきたシーズにクラウドファンドで投資する人もいると思う。 

 支援を得るには道筋が大切。発想したものにシナリオをつけて、事業展開まで詰めていくと

新潟の経済人の支援も集まると思う。 

 

以 上 

 


